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ーヒ吉はれち方があ害そうです. 未だ日本では製造 E

初めてから日が浅いので信l慢の念t あ弓のです.

アメリ力で>Cd: 床工事のoOXがアスヲァjしゅのしを使用

してゐ否 マう です当社の三星印アスファ ｊｾ ト Ｙ ，ｦ ｊ ｌＧ

はUS.Federal Stec.SS- 干306a に依つで諒験室

で製品 E巌密に検査して出碕して居り. 此の規絡を

常に) 奈駕して居ります. アスフアルトヲイjし倒受用の

際131三星印モ告に御指定下さい. 仕上 l) 後震色した

三 塁 印 {

リ割れたとかの苦情日決してありません.

醤社邑[ J . アメリカ裂邑にと品質に於て lJ 遜包が合く

寧ろ優つでゐ3 と自費して居りま或欠実以末庁値

段が息 l ¥ことです. ヂ工場ではコヌト引下に努力中
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九 月 午 餐 奮 闘 催

新f大九月の定例午餐会を下記の) u i _ り催します。毎回桜況を板めておる此の会が引続き感会になります様各

部門各局から古い方も新しい方も多数街1出席1Aの一時を昼食と共に交歓されん事: を切にお奨めします。

1. 時 9月18日( 木) 11時半集合

1.  所 中央電気倶楽部( 北区堂島中二丁目)

1. 会 費 ￥ 5∞ー

1. 申 込 9月17日迄なるべく会費を添え申込れたし

備当日は午餐後、「新らしい照明に就て。」 東芝大阪支民、笠原褒氏の講演があり、引き続き「耐

火建築促進法施行に就て。」 伊東大阪市建築局長、科回大阪府指滋課長の講演があります。

大阪銀行備後町支庖新築ビル見皐奮

予て大林組施工の下に工事を急がれていた標記建物が 9 月中旬竣玖蛸l堂筋に叉新な偉観を呈することにな

りました。本会は関係各社にお願いして竣功直後の此の建物を下氾により 見学し、たしますσ 会員各佼多数の

参加を希望しています。

i畠て本建物の設計監理は日 j建設計工務株式会社、施工は株式会社大林組、構造設備は鉄骨鮒完コ γ タリー

ト造地下端、地上階、建五f . 361. 4坪 、延坪2964. 4坪、電気衛生工事 三機工業株式会社、冷暖房工事、須

賀工業株式会社、昇降機住友商事株式会社 ( 三菱製品) 保護金庫伊藤喜商庖等。

言己

見学日時 9月19 日( 金) 午後4時- 5時

当日御説明並御集内を左記の二氏にお願いしております。

日建設計工務株式会社近藤保氏 株式会社 大林組 谷一郎氏

集会場所 市電本町4丁目、地下鉄本町下車北へ瓦町御堂筋* 角大阪銀行備後町支居前

申込締切 9 月17日迄会費30円と共に申込み下さい、予定人員あり先完封| 債〆切る。

街当日は会員主主着用代人、お断りします。

昭和27年9月1日 会 勢 委 員 会

建 築 資 材 に 関 す る 座 談 奮

今般関西建材会と共催にて下の通り建築材斜についての座談会開催いたします。多袋町御参加下さいn

i聾頁建材の選び方と合理的設計並に施工よの注意に就て

取 材 1. アスフアルト製品並防水工事について

2. 石綿スレ ー ト製品と施工について

3. 天窓とベシチレ{ ターについて

4. 床ワックス施工について

時 9 月20日 (土) 2 時 所 大阪建設会館

会費 不要 申込 来会希望人員至急お知らせ下さし、。

会 勢 委 員 会

新刊プラスチックスとピエロンパンフレツト領布中

アタリライ ト、 メラミ γ 、ピ エ{ ル等建築資材として関係あるものを46版凡60頁に収録 したもの頒布中好

評を l等しております一本を座右にされん事をお奨めいたします。

ー 都 定 価 ￥ 7かー 〒 8 円 但 し 会 員 送 料 共 ￥ ω 円



記念事業中最近の行事預告

羽衣佳宅即売展示会 (11月初旬予定〉

目下南海羽衣に於て建設中の住宅は27社で28戸を10月中完成11月勿々約10日間展示余開催即売する。 10月詳

細会告御覧の上広 く宣伝乞う 。

住宅展覧会開催 (11月中旬予定〉

羽衣住宅展矛会と時を同じくして烹海存島屋に来て展覧金院催のため準備に着手中次号で、詳細発表。

建 築 講 習 会 続 行

今春より松江 、下関、九 州各 地、 よ長王庫 、 釆 ｅ畝拡山など Ｗ ｾケ ｲ 所で院 ｻ催昼 何 れも ｅ底 ｲ 会であつたが 其 後 菊萩 ［に申込もあり

下の=子T定で

四国 ( 10. 9⑥〉、広島 ( 10. 8) 、岡山 ( 10. 7) 、名古屋 ( 10. 11)、 鳥取 ( 10. 7)

秋 の 小 豆 島 見 学

春夏の企画を終った見学部では十月下句を期し天下の名膨地小豆島の紅葉を採り傍ら大阪鉱石支他各地の築

械に用いた致石地。丸金醤1由! l K 造工場見学或は久代田経物医: 並オリ 1 プ岡英他の名所を設ね1治2日の見学会

を催す。目下積査中詳しくは10月号御覧多数参加あらん事を。

筒 Ｑ Ｒ 月は京都大徳寺ｾ菌室茶席見学、名ｻ邑諮演、懐石斜理と系殊に親 し み ｬ 泊の予 定 で ｾ 影所等見学企画ゆ

創立35年記念事業後援申込芳名

前月夜談後御申込を受けましたヲj = : s を 37[ 記 L 深甚の鋭意を表します。各事業も今瓢に其大吉f 分

を遂行いたす予定で目下着々進捗中であります。後援会費も各方面の終大な移' l i 支援を添けのうい

たしおりますが倫個人会員名位より￠御申込をお特いたしております。此ｾ斜 Ｑ 申込渡れの民 ｾｴ 何

分の御協力賜ります様お願申上 げます。

昭和?:l 年8 月20 日

配念事業委員長、資金野長 東 畑 譲

(7月21日以降申込受付)1贋)

，rl  勝 拐、 兵 衛 殿
1. 縦訓O 岡 本 巌 殿 5ω 

谷 民 蔵 殿 〈 兵 庫 〉 1. 000 西 回 亀 次 殿 300 

株 式 会 社 熊 谷 組 大 阪 支 庖 殿
10. 000 栗 木 建 設 工 業 株 式 会 社 殿

10. 似) ( )

株式会社 ラ イ ト 製 作 所 殿 3. 似) ( ) 小 笹 徳 =  殿 ( 東京〉
1. 似) ( )

有 限 会 社 東 亜 製 作 所 殿
1. 似) ( ) 村

ー七
敬 正 殿 〈 中 国 〉

100 

嬰子 村 辰 雄 殿 5ω 移P 内 健 次 殿 〈 兵 庫 〉 3ω 

4女 村 禾リ 勝 殿 5ω 中 村 綱 殿 1. 縦訓O

高 岡 与 三 官 殿 〈 東 京 〉 300 小 計 38. 5ω 

田 辺 工 業 有 限 会 社 殿 3. 0∞ く以上自 7月21 日至8月20 日〉

日オ泊脂株式会社大阪支庖殿 5 . ωo  通 計
￥3. 155. 1ω 



-， 

内

1i 句 作

"" 

大 阪 府 立 労 働 奮 館

大阪府建築部営繕線

主 体 工 事 株 式 会 社 松村組

木製 建 具 築 柴 木 材 工 業 株 式 会 社

銅製 建 具 大阪建材工業株式会社

タ イ ル JIJ 岸 繁 栄 商 后

石 変高大王製石株式会社

官 建 設 社

装 辰 己 吉 商 后

栗原工業株式会社

大和に業株式会社
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電 気 工 事

給水衛生工事

書量計

施 工

向昭和26年 11 月14 日 至昭和27!..f- 7月10 日

建築面積 地階 ＷＰｭｾＸＰ 1 階724. 25 2 階440. 39

3 階仏0. 39 塔 屋21. 72 合 計1. 697 m
2

55 

工 程

4・ト



仕 上 級 要 外 装 腰 人 造 石 洗 闘 し 壁 色 モ

ノレタル掻 落 し正面 玄関北木産花崩石水廃 き仕 上 げ

屋根 モノレタ J レ目地切パノレコニ ー床グリ γ カータ

イノレ貼 b窓 及出入口正面 出入口スチ ーノレサッシユ

ラッカ ー吹 付け 窓 スチ ーJ レサッシユオイノレペ

γ キ塗 b

内装 一 階玄関 床人 造石研 出3延長量目地 入 腹 壁

テラゾ 戸プ ロツタ 貼 b天井石膏 プラスタ ーさ念 h

ホー J レ及談話室 床実鎌 田地入人道石 研出 し腰テ

ラゾ ープロッタ姑 b壁天井石膏 プラスタ ー主主 h食

堂床リグノイド膝ペニヤ練板グ F アラッカ ー仕 上

壁天井石膏プラスタ { 各事務室床リグノイ ド腰オ

リエ γ タルグ ロス姑オイルペ γ キ塗及びモ J レタ Fレ

塗 オ イルペシキ塗壁天井石膏 プラスタ { 塗 二 階

会長及局長室 床リグノイド塗腰オリエシタノレグ

ロス姑オイルペ γ キ塗及ぴモノレタノレ塗オイルベ γ

キ塗盛天井石膏 プラスタ 戸塗 三 階 大 集 会 室 床

リグノイ ド塗腰績ペニヤ板 ワニス仕上げ壁天弁石

脊 プラスタ 戸主主法学会サ ロン 床 V グノイド腰

オリェ γ :!l l レク ロス貼オイルペンキ塗鐙天井石膏

プラスタ ー主主 図 書 室 床 V グノイ ド巾 木人造石

研 出膝壁天井石膏 7' ラスタ ー塗

平 面 図 説 明

1 階 1玄 関 6綜 合 相 談 所 11局 長 室

2 ホ ー ル 7記 者 グ ラ プ 12事 務 室

3談 話 室 8電 話 室 13会 議 室

4応 ‘ 接 室 9宿 直 室 14喫 茶 食 堂

5会 館 事 務 室10集 会 室 15厨 房

2 階 1提 訴 者 控 室 3ノJ、 会 議 室5会長及局長室

2審問及会議室 4委 員 控 室 6事 務 室

3 階 1法学会サロシ 3大 集 会 室 b集 会 室

2図 書 室 4控 室 6教 室

3 暗

。" 2 5  '0 

生



蝶 理 株 式 奮 社

位 置

殴 計

施 工

大 阪 市 東 区 本 町

清 水 建設 株 式 会 社

大 阪支 庖 設 計 部

主 体工事 清 水 建設株 式 会 社

電 気工事 栗 原工 業 株式会社

衛 生

ヂ工事 神 野工業株式会社

暖 房

銅 製建 具

理l i J f 鋼材株式会社

工 事

昇 降 機

工 事

東洋オー チス

エレベ ー タ{

建 築 面 積 地 階

呼

124. 31 

1  11 

釘

ドライエリヤ

尺

112. 5生

833. 48  

4. 24 

軒 高 74. 50

格 造 鉄筋コソグ] ) - ト 進地下 1 階

地 と 6 階 建

外 装 . 15角 淡 黄 色 タ イ ル貼} 部現場

塗人造石小叩き仕上 1 階腹階高

さ12. 0議 院石水路フ' ロック貼付

背面色モ Fレタオ吹付仕上

内 装 床 玄 関 ホ ール及営業室、 現場ー

重量テラゾー真鎗目地切、4階 : &6

階 フロ ー リγ グ、 プロツグ 貼 共

の他日ノリユーム敷き 、各 階 廊

下: & . ぴ階段人造石羽FI t I 仕と

地 階

態 玄関ホーノレテラゾ ープロツ

F 貼 4 階主要室、境 地 エ γ ドレ

スペニヤ貼ラツ夕食 6 階ド γ グ

ロス貼、 ペ γ キ塗共の他プラス

ター

天井 主要室プラスターペンキ

其 の他 プラスタ ー塗

@  

平面図説明

地 階 Ｑ 喫茶室 Ｒ 売盾 Ｓ 食品廊 Ｔ ホーノレ Ｕ 女子夏衣笠 Ｖ 社ＮｮＮ食堂 Ｗ 王理署ｾ 8倉庫

9物 入 10脱 衣室 1J 浴 室12了備室13電気 室 1生ボイラ ー主主15ポ ンプ室 16 ドラ

イエリ ヤ17'，煙突 18石炭庫 19休君主主主 20小 使 室 21湯 沸 室 22宿泊室23 受 水 槽

16皆 1ホ ール 2事務 室 3受 付 生運 転 手 控 室 5エレペータ ー 6湯古事室 7倉 庫8符

解 場 9守衛室

2階 1事務室 2 ホ ーノレ 3湯 沸 室 4放 送 室 5電話室 6金 庫室 7テレタイプ室

• )  .. 1  " . c 

• 

• 

ＮＮＮＮＮ ｊ ｟ ｾ ］ ・ ］ ー

2 階



写真 説明

4階 社長 室 1階 ホ ール 疋 面 入 口

平 面 図説 明

3噌 1事 務 室 2ホ ーノレ 3湯沸室 4邦文タイプ室 5英文タイプ室

G応 接 室

G階 1集 会 室 2燈室 3 ホ 戸 タ 4湯沸室 5客間 6次 の間 7路込

8押 入 9 了備室

屋 階 l :i< γ グ室 2エレペ 戸 ター機械室 3稲荷主土

屋 階

仁 三 ｾ ｾｅ
『

同

一己
ド

ｌＮ ｾ ｟ ｾ Ｎι＠



明 旬 、ζ 二二

ー . .... --:-"""‘・，

大 和 ビ ル デ イ ン グ

位 置 大阪市南区南久宝寺町 4 丁目

'設 計 安井建築設計事務所

施 工

主 体 工 事 株 式 会 社 大 林 組

造 作 工 事 内 外 木 材 工 業 株 式 会 社

電 気 工 事

衛生設備工事

冷 暖 房 工 事

工 藤 電 気 株 式 会 社

須 賀 工 栄 株 式 会 社

東洋キヤ V ア工業株式会社

東洋オ 戸チスエレベータ ー

/  

t  

民

ニ
半

々
/レ

エ
エ

写真説明 柵 影 事 比 良 敏 雄 )

上 ・外観御堂筋恨IJ 下 ・久太郎町ー側心斉橋筋



ポ ー チ

玄関脇のポンド



休 憩 室

社 長 室

階

エレベ ー タ-

*  ー ノレ

集 会 室

壁 画



4 階 集 会 室

生階 日 本 間 玄 関

建物床面積

総 面 積 4，555，99坪

内 訳

本 館 地 階 638，76坪

1 階 5生0，48

2 階 539，46

3 階 548，35

4 階 548，35

5 階 439，11

6 階 428，67

7 階 38J ，59  

8 階 ぬ5，41

長 階 68，00  

屋F皆中二 24，5宮

ヌド館延面積 4，162，77  

月リ 館 地 階 19，72 

く自動車両n 1  階 73，08 

別館延面積 92，75  
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大和ピルデイング工事概要

編 集 吾E

情 進

受げ之よ! l b k揚7) <ポ γ 7・にて屋上水槽に揚水しZ量カに

よ b上1i 己各号器具によf J l : : 記各様具仁給水している。

弁水給水被i i 'ri

地階 2 ケ所の望号弁よりポア{ ホ{ ノレポ : . . ' 7・tこて汲み上

げ急速 ￬ｲｾｊ｀Ｎ ＱＡ史備により処理した後一つ ｦｾＺ 冷周波僚へ送 ｢

一つは尾上井水貯糟に揚* 1- ，、之よ b各階の大使娯小便

様、撒7 ) < 栓等約 120 箇所 lこ給水している。

f苛お夏期冷房時にはコ y デンサーよ bの弁7 . 1 < は放流す

ることなく J I U皆の弁7 ) < 受水槽に導き之よ b更に古IJ 記屋上

井7) <貯柑 lこt鼻水できるようになっている。

給 湯 殿 倫

基 礎 ペ デ ス タ ル 杭 打 地 形 635 本 紬 昔fl 本 館 鉄 骨 地階汽事被安 ｬ 二給湯用ストレーヂヒーター Ｒ ，基 ｾｊＺ 量り蒸

鉄筋コン P リ { ト 造 但 鉄 骨 は 6 階床迄 別館鉄筋コン 気加熱管によ b加熱された温水会洗面総兵の他約 130 筒

＿ｾｾト造、鐙体鉄筋コＺＮＮＧ＿リート造、煉瓦造、鍋 Ｑ 径 所 iこ供給し循環ボ γ 7・iこよ b常時温湯を給湯している。

最間仕切立立に木五主床鉄筋コソグリート進屋根鉄筋コ 排水並通気倣倫

ンタリート造、アスフアタト防水腐施工、上端モノレタル ー般排水と雨水排水の二系統に分れ 1 階以上の排水は

塗 b、階数 8階 地 下1階事干高 30，150米( 基準地税 総て市販下水管に接続直接放流してし、る。

よ b庇天摘まで〉塔屋最高官fl 高 35，700米 :'1ト昔fl 仕 上 本館地階 ｬ こはフラッシユタリー ν ポ γＷ ・ｾ別館地階に

西及北の腰は倉織島産、桜花働石. 暗号石貼 b、柱型能購石 はナシグロツグポンプを夫々設備し地階の汚水並びにー

膚寺、東及南の艇はテラゾ{ プツク貼 b 其他は伊月布製 般排水を前記ポンプ によ b 自働的 iこ市放下水本管に排削

陶製タイ ノレ二枚毎市松鮎り。 している。

内 部 仕 上 一 般 床 リ ノ リ ユ ー ム 貼 b、巾木人造初i 仕i し 衛 生 器 具 類

天井盛プラスター主主 b、ペ γ キ塗 h、1階客閥、 2階役員 陶器は東洋陶器株式会社製品ｾ周レ附腐務具は須賀工

室、 4 階休瀦室、腰羽目 ( K K 内外木材・施工〕床プムタ 業株式会社特製品及東陶製品全校側している。

イノレ又はりノ声イノレ貼 b、 ピノレ 亥関ホーノレ瑞テラゾー貼

b、階段人造初fl トl し塗 b、一部テラゾープロッ ク貼 b、

4 階集会室床リノタイノレ貼 h、複 ヒノレコ γ 入 bプラス

ター塗 b、便所 床、腿、タイノレ援 b。

用 途

本館地階機械室、電気室、使用人室、 倉庫室、 共他

Ｑ 、 Ｒ 、 Ｓ 、生 Ｈ一部Ｉ階大和紡績 Ｔ Ｈ 一昔 ｾＩ Ｕ 、 Ｖ 、 Ｗ 、 Ｘ 階

貸ピ ノレ 別 館 地 、 1、2階 貸 庖 側 、 車 庫 地 階 自 家 溌 電

室

附車修書智被自首エ.

消 火 殴 倫

地階機械室に消火ボ γ 7・、ク ッシヨ γ F γ 夕、空気圧

縮級を殺備し40ケ所の消火栓に接続し非常の際は消火栓

の開放によ b 自働的に消火ポ γ プが起動する。

伶停電時には白書記事l ! 1 t 猿置よ bの送電によ b消火ボ γ

ＷＧｾ 運転する織になっても、る。

建物外壁にはサイヤミーズコネタシヨＺＮＮＧｾ殺り叉各階

に消防隊専用消火絡を校側し消防隊のボ γ プによ h非 常

送水を受けるようになっている。

上水給水重量傭

飲料用栓、洗面器、 浴室等の衛生器具約 150 箇所には

上水( 市水道水〉を供給する 。

給水管は御堂筋側の市町水管よ b分岐し池階受水槽に

衛生君器具の数量は大略下記の通りである。

洋風大使緑 C  - 38 16 組

和風大便器 C  - 1  

大小使昔転用 C  - 6 3 A  

スト ーノレ
U  - 30 

品産イサィ、使官ま
U  - 23 

洗面総 L  - 310 

11 
L  - 2  

11 
L  - 1  

手洗器 L  - 92 

11 
L  - 126 

"  
L  - 8  

スロツ 7' シγ p
S K  - 22 

台所流 S K  - 18 

般備に使用せる主なる機器類

急速湾過機 処理7 ) < 一昼夜

気爆銭俊 特殊ノーズノレ

ポアホ戸ノレポンプ 12，500石/ 日

52 組

2 組

ｾｏ 組

7 組

2 晶E

2 組

61 組

1 組

32 組

2 組

13 組

6 組

25，000石 3 ｾま

100j 同 1 組

x  6"  x  50米× 岳OfP 2 台

鴻過ボ : . . ' 7・ 3，200立/ 分 x 7
1
/ X  9米 x 15fP 2 台

逆流 1/ 2，500立/ 分 x 6"  x  15米 x 15 tP 2 台

消7)< 1/ 900立/ 分 x 4 ρx 60米 x 30fP 1 台

市水湯水ポンプ 600立/ 分 x 3" x  45米 x 15fP 
<)  J _会
_  u  

井7 ) < 湯水ポンプ， 600立/ 分 x 3" x  45米 x 15fP 2 台

15 



温水循環ポンプ 2" x  7米 x 1  H'  2 台

複式 7 ラツ y ユ . 28立/ 秒 x {j11 ｸＹ 米 Ｗｾ ｦｐ 2 台

F リー γ ホ γ フ

竪塑汚物ポ ンプ 6，7立/ 秒 x ;4. "  x  9米 x 2fP 2 台

排水ポンプ 2立/ 秒W' x7米 x ;4. 1fP 1 台

主主気圧縮機 210立× 最大10砥/ 平方 糎 x 21 fP 1 基

ストレーチ 丸 型 径 900粍× 長3000粍 2 基

ヒータ - f，l ，/. ! f 

市水受水槽 角 型 1，6米 x 3，0米 x 2，0米 1 基

井水受水槽 丸 型 径 1 . 5米× 長3米 1 基

上水屋上水槽 角 裂 2，7米 x 2，7米 x 1， 5米 1 基

弁7 1 < 屋上水槽 角型 2，7米 x 2，7米 x 1， 5米 1 t左

P ツシヨ γ タ γ F 丸 型 径 1，0米 x 長3米 1 基

電 気 殴 備

5正1 l t 設備容量t 1 5 0 0 KVA 自家発電設 備 1 0 0 K V A

m燈 動 力 設 備 放送 設 備 位i退 標 示 設 備 低 気H寺計絞- v' l I i

T包括設備 火災報知設備 避雷計設備 呼 出ペノレ設備

非常用電飾設備

自家発電装置

関西電力株式会社の供給線の停電叉は故障に側へて寧

陣地下室に190馬カデイーゼノレエ γ ヂ γ 及び直結の 10 0 K

V A 三相交流溌電機 ( 3300V) 金設備し、必要時には之

な地階低気室に送 電 して会館に配布し、こ の発電様に依

e偽

時r..

信持一

出 ・ー・

時 ・ー・

と当ーー

と当一

って各階保安川m妹、消火、排水給水、揚7]<J flポ γ プ、

シャツターモータ戸 、冷凍機、エレ ベーター 1 台への送

電力Z可能となる 。デイゼノレエ γ ヂ γ の振動防止のfこめ基

礎はス プリ γ グペッ トぞ使用してレる点も特徴の一つで

ある 。

電燈、動 力般錨

t…  
0羽r 380 

後光俊 約1100燈 7 W  160 

O W  37 

白熱燈 約200燈

動 力 設 備 水 道 衛 生 設 備 関 係
19 台 計 2491P

キヤリヤー設備関係 3(j 台
計 720 H'  

エレベーター
4 台 計 93j -P 

そ の 他

実 験 段 制ii 200 K W  

差込( スタ γ ド用 ) 600 個

億燈照明としては会館の9 0 %迄後光燈照明を使用し、

ー紋事務室におりる照院は作業直に於て平均1叫 - 1 5 0ノレ

>' ! f ス、検品室は600- 900/レツ F ス とな h、叉 3 階には

ま式膨、室、実験室があ bレγ トゲ ν 装置 4 0 K W、心唱主計室

紡績製品試飲話題械の電源を供給してレる 。

電 話 殴 備

地階- 3階、生階一部川1として 自動交換機同線30、内線

ＳＰＰ 回線月 ｪｾＳ 階交換機室 Ｔ こ殺り、又 Ｔ 階以上月Ａとしては Ｓ

階別館 lこ共電式交換機品線15、内線 120 回線の供給 を し

てレる 。叉各階床にはフロアー ! J !f トぞ布殺して随所で

電話線を出来るようになってし、る。

放 送 般 倫

3階電話休憩室内に放送室を絞り Vi Oワット鍋編著ま を主主

置し、 傘館に亙って ＳＲ 個 のダイナミツ ｆ スピ ーカＭｾ 分

布して之を Ｙ 回路に分り会館同時叉必要局所 ｴ こ随芯ｾ Iこ放

送しうるようになってし 、る。

出退標m器、呼出ベル、電鈴( 非常用叉 l立時報用〉、

電気時計倣倫

仕i退標示若告は1制問、呼出ペノレ は12個ともに秘密室 iこ操

作ポ ｦ，ｬ，Ｏｾ 殺りて、役 ａ の仕 ｬ 退喜美示を＿行い又役員用各室

と秘書室と の述絡に周レるよう段計されてレる。

ｾ竃阪倫及び配電方式

上飽の目的令違するために電気室を地階と屋

世呈. . .

階のニヶ所に分り、地階の電気室で 4 階以下 、

ヨ 蜘V 耐耳管制" ， 屋階の電気室で 6 階以上の電力を分担し、その

第 1 図 ピj レテ'ィ ンゲ内配・方浅混明図

上電燈回路は夫々を東西の 2 系統に分りて配位

し、地階健気護 lこ於て関西電力株式会社よ b

(…一…よく…一酬)
と屋階とのこ箇所 l二分v1、夫々 を叉縦にニつの系統に分 |

け て 電 圧 降 下 が 最 小 に な る よ う に 配 電 さ れ て レ る 。 /

( 地下線) 3300V を受電し一般電力回路と非常

回路と iこ区分して、非常電力回路 lこは自家溌tg

ｓ 主ｾよ ｢ の電力と切容が出来るようになってお

れ一般非常時回路とも地下電気室用と屋階電

16 



気室用に分岐して、屋階電気室 lこ3300ポノレト( 高圧で送

る と電線が細 〈てよ〈、 父' i1l [ E降下の比昨が/J 、さ〈てす

む) で送ってお; ｾ、吏に ｉ 尚変電所で泡圧を ＲＰｊ 、 ＱＰＰ ボノレ

トに蕊 圧 して各受 持 の 階 lこ送って いる 。電燃差込用の100

ポノレト恒l路は細レ電線で 多 〈の電 力を送るため 100 ポノレ

ト3t El 4線式ぞ係則してい る。之に伴って名階分m盤 は 主

幹 開 11-1総は 4 板 、分岐開削岩誌はI草紙にすることが 1:11米て

分憶媒の大きさと価絡とが減少している 。 な お関商憶力

よ bの引込線路は地下線故防にそなへて別 lこ予備回路を

5J 込もしてゐる 。

受守在宅事査を 最 大 1uOOキロワット

設 仰1 機 若 器 地階電気室 長階電気室

受 電 量豊 1  

自家溌常用受電機 1  

切 草子 現住 1  

高圧分岐ｾ 8  2  

低 圧 配 電 車 華 G  6  

ヨE I玉 若ま
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3  

3  

J3 (別Il ' l fml'tlJTl)

1 5 K V  A  11  eレy トクン刈〉

1 0 K V A( 非常電燈} l l ) 3

7. 5 K V  A  
{ 災非常電 削 < G  

3 ( 非常勤カ用〉

電気時計は事務室用は 12" 丸型ホワイトプロンズ鍍金

一 般型、特殊室には失々適当しTニデザインの小時計( 計

41佑o を用レ、交換室 iこ6回路の時計配電機を設り、 2階

に貌時計をおいて、ピノレの隅々に正確な時刻を? 知らせる

ことが出来る 。

叉時報用或 いは非常用として の電鈴が会館 lこ28-f周ゐっ

て、交換室、宿直室よ b持作するようになっている。

その他街 lι 室と自動車通泌氏通用門と の問 はイ γ タ F

ホーンによって連絡され夜間の似に供してし、る。

火災報知徹備

各 階1ケ所及自動車通路に1ケ所の火災報知用押鈴があ

って火災そ の他 非 常の場合押鈴のガラス金司法' って之ぞ押

せば地下 室 ｩ こ 設置ーしである 火 災報知用受信現在に ｾＱＱ 言場所

が明示される 。 受信機に殺げである切幸子スイッチを切替

えておけば自動的に市内消防活にほ通で轡報ぞ送ること

も1:11来る 。

避 雷 針 般 備

避' i H壷十は屋階j l ' l 台 中央 に2基、埼長 iこ1 ;/&、煙突 Iニに 1

基 合 計 4 基によって建物会体を曾よ b完会に保護されて

L、る。

一

割

日

司

A

噌
ム

T

ム

ハ

U

0

6

一
，

.

句

A

噌

A

冷 暖 房 殴 倫

主主置は 1 地階より 8 階迄の 各 室 ( 総面j ) f 4. 555. 99坪)

ぞ一年中常に快適な温淑皮 に保持する為めのもので共の

概要はｕｬ ｬ 系統 ｾＱ ｾ 務室 ＨＱ 階よ ＹＴ 階迄〕銘 Ｒ 系統事務室Ｈ

1 階より 8 階迄〉錦 3 系統( 別館〉銘 4 系統事務室 ( 5

階よ 98階迄) t[ iu系統( 集会主主〉の各系統 に分り夫々地

階段械室 :&1誼階軽量械室、 6 階機械腕内に設備した主主'tO: に

よ b調整している 。

機 械 綴 裏

1 . キャリアカレム γ NO. 2 述心冷凍軽量( 190kwf t i 動

機付) 2 基

2. キャリア主主気澗和器( 第1、生存2 、第3、第4、第5系統〉

5 基

ＳＮ キャリア多ｾ送風機 ＨＲＵＩ 馬力 ｸＲ 台 ・ ＱＵｊ 号カ ｸＲ 台 ・

10尽力 x 1合・7メ馬カ x 2台電動機付) 7 台

4. 冷却水卿筒 ( 30馬力 x 2台・15馬力 x 1台 ・7]1. 馬力

x 1台・51.1t カ x 1台) 5 合

5. 凝縮用 oan筒 ( 10馬カ 電動機付) 2 台

6. 英 主主制筒 ( 2馬カ電動機付) 7 台

7. 空気冷去fJ 総 5 基

8. 主主気加熱稔 11 基

9. 多管式高圧ポイ ラ戸( ケワニ - 423型) 2 織

10. 自動給炭機 2 基

本設置は屋階に取イナげた外気取入口よ ｢ 必ｾＮな外気 を

取入れ、ぷ季に於ては室内よ bの還気 と混和した後、空

気滋過若誌によ b主主気中の1 m挨を除去し更に迷心冷凍機 に

よ b冷却した冷水によ b所定の温度まで冷却減湿し、多

翼送風機に依 b送風ダグト をjifi じ各室墜叉は天井に耳互付

けられたユニパ ーサノレ型叉はアネモス !il'Y ト型吹 出口よ

b室内に一様に空気守分布し快適な状態ぞ保持する織に

してあ b、冬は外気を予熱恭で予熱し室内選気と適当混

和 して夏に空気翻和穏 によ b瑚湿し再熱殺にて加熱し室

内に送風 して冬季の快感な温湿度状態に保持する綴にな

っている 。

q

d

q

u

q

d

 

G  

昇 降 機 殿 備

草草刈昇降秘! 3 台竜江式 シγ グノレラップ トラグシヨ γ ギヤ

ード 型車五頬扉白働問閉銭1 l i : 附客用昇降機絞載能力 2. 500 

封 皮 ・1. 650封 度 、 速 度350吹/ 分 150択/ 分荷物用弁降機

1 台 迎式シシグノレラップトラ F シヨ γ ギヤード型種類

扉 自 働 開 閉 炭 置 附 荷 物 用 昇 降 級 積 載 能 力 4. 00封 皮

速 度 100択/ 分

以 上

〈以上の工事概要は現場に於て頂いた案内野を、 急いで

綴i YUした 2語、非常に見苦しし 、点 在? 御詑びずる 。1!.t 各社よ

り資料を御提供下さった事に感謝致します。係記〉
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シ ン ケ ル よ り

ニ ー マ イ ヤ ー ま で

浦 辺 太 鎮 郎

①私はここで教科書風の建築史を省くつもりはありま

せん。突は最近の話題であるオスカー ・ニーマイヤ( プ

ラジノレの新鋭建築家) に就いて彼が現在どのような世界

的役割を演じて居るのか或は将来の建築の流れの中で占

める地位は何であろうかと考えました。それで瞥く過去

15:>年の建築の主流の動きを願り見たい気になりました。

唯私共は外国の過去の作品と現代のものも本物を自分の

目では見て居りませんし使った事もない。従って図面や

写真でシ γ ケノレとかニ{ マイヤ戸とか申しましても当を

得た解釈はむつかしいのではないかと思います( 両者の

差異を度々見て来ました放に〉むしろ主流をなした建築

家の心の中に這入って行って彼等の作品を生んだ原動力

が何であるかを把みたい気が致します。その国の伝統や

環境に対して建築家カ牧口何に順応し叉は反援したかを知

りたいと思います。筒東洋的豪雪誌を故意に無視する事も

此際やむを得ないと思います。

② 建 築 史 家 が 常 に 到 達 す る 結 論 は i ! f ラシツグ」と

「プシヅグ」の限りない交流と交代の姿である。之は少

くともワグナーの分離法運動までを説明出来るがその後

の50年は「現代建築」と言う過去とは関係のないものが

生れて居るのだと私は考えて居りました。英は私が建築

から人間的要素を取りはずして見て居るか或は私の人聞

に対する解釈が大雑抱であった限り別に不審を与えない

考えでありました。けれどもこの地上に建つ建築でー人間

を除外したり取りはずししたりして成立するものが一つ

でもあるだろうか一一建築はいつまでも形而下の哲学で

あり叉「時代の衣装」ではないかと思うようになりまし

た。

所設は人聞の作ったものは絵画、彫刻、工芸、音楽、

文学などと共に人間と言うものの繕造によって歴史の流

れに二つの大きい分流を与えて居る。それはヘレニズム

とへプライズムだと思います。それは文化の二つの血液

w : だと思います。かつてはグラシツタ建築はヘレニズム

を代表 しプシツ F 建築はへプライズムを代表する選手で

あった。グラシツグとプシックとか言えば 、むなしき過去

の形骸に過ぎない響きを与えるが「二人の人間」一一ヘ

レニズムとへプライズムーーは今も私の周囲に生きて活

動して居る、前者は有限の生命を肯定し美酒美人を愛し

18 

入閣の感覚で把めるものを真実だとする 。科学を好み科

学以上のものには信を置かなし、。常に客観的な判断を下

し形式を尊ぶ。後者t主無限の生命にあこがれ人聞の真実

を愛し社交的J設偽をきらい人聞の感覚で担めるものを必

ずしも全部とは信じない。そして常に自然の翁仰者であ

り時Jこ人間ぎらいの毅にこも る。主観的な判断を下し形

式に把われなし、。このような二人の人間はどちらが窓史

の担い手になったかで常に唯物史観の範例を破って来ま

した。 ゲ{ テとペー ト{ ペンは離れて居る時には互に尊

敬して屍つえが会った時にはお互いにいやになったと言

われて居ります「二人の人間」をこ の両巨星にも見出す

わけであります。

日本の高名な建築家で・あった氏と氏( 共に故人) は車

ー中で偶然に会いました。氏は近着の外国雑誌に出て 居る

作品の評を試みました。

E 氏興味無さそうに「僕は向うのものは見ないJ

S 氏鴬ろいて「では君は初めから設計させるのかねJ

E 氏 も叉鰐ろいて「だって外に仕嫌がない よJ

私は二人の建築家の作品に接する度に S 氏にヘレニズム

を氏にへプライズムを感 じます。日 本では常に二つの流

れが混流して居り再じ人 が同じテーマを同じ場所で・同時

にやっても恐らく対立 したものが出来ると思われる 。そ

れは世界の主流に追随して行かざるを得なかった悲劇で・

あり同時に喜劇でありま しょう。

① 本論に帰りカーノレ・フリード リツヒシシケノレ ( 1781

- 1841) に就き 自分の視祭を書きたいと思います。シ γ

ケノレは申すまでもなく 、古典主義建築の巨星でその声名

はゲ F テと並び看訴されて居った。当時のノレネグサ γ ス様

式はパ ロツダ期により 形を失った上にロココ期によ って

力をも失い新興の皇帝が要求するローす文化の昔を伝え

るべくもない無気力の姿で‘ あった。シ γ ケノ内主科学的E

確さを持ってグラシツ F の創業の昔にまで遡って形を求

めヘ レニズム 文化の大精神を把んだ。ゲ { テが田舎言案

であったドイツ誇をダラシツグの研鍍によって「世界の

言葉」としたと同犠に シシケんは ゲノレマンの田舎建築を

世界の建築にまでレベルアッ プした。 私は単にそれ丈で

あれば時流を率いて時流に乗りその頂点に立ったグラシ

ック建築家と してより外の尊敬は持ち得ないのでありま

すが一一それにノレネツサンスーの伝統を持たない日本人 と

してこのグラシツグ革命がシンケノレに取って如何に大事

業であったか も切実には感じられないわけでありますが

シγ ケルが漸次ロマ Y チシズ ムの流れに移行して行った

事は争えない人間的要素を感じます。シンケノレ が中世期

初期のプシツグの建築を目のあたりに見て自分の中にあ

るへプライズムを見出しままに自分の郷里があると言った

事はヘレニズ ムが結局は借物であり自分の職業的な衣裳

であって自分自身では無かった事を告白 したも のであろ



う。 頑固な までに 自己を守り借物のきらいなイギリスで

は大陸のダラシツグ流行にもあまり目移りせじ遂にジョ

ン ・ラスキ! / ( 1819- 1900) の北方民族の伝統的危芸術

はプシツ P である。と言うプシツタ復興の叫びとなって

現わこた。至宝に後のア{ ノレ宮戸ポ{ まで影響するロマン

チシズムの運動が主流となって逆に大陸にまで影縛を与

えて来るくへプライズムはロマンチシズムと言う変名を

使うことが1m々 である〉

シンケルは自分の思想と血との相通に苦しみ時代の流

れtこその姿を見て遂に次のような千古に残る言葉を吐い

たのではないだろうか。

「我々 は何故常に過去の機式に従って建築しなければ

ならないのか? 我々は何故自分の時代の様式をつけよ

うとしないのか ?J

このシンケノレの叫びの中に近代人の自覚を見ます。それ

はシシケノレ自身で見出されない様式ではあった。然しこ

の探設から現代建築は自己の道を発したのではないであ

ろ5 かと思います。

① いつの時代でも弓要領のよい」人ヘレニズムでもへ

プライズムでもない人、そうかと言ってそれ以外でもな

い人が反って、両方の話h 立てたと言う蹴鴇をつけ

て「折衷様式」と言う手斜理をすすめる 。こ の手粉理は

一見うまそうに見える。何故なれば歴史の流れの外にあ

った何 文々化 と言う薬味まで添えてあるから、叉もっと

変った人は「之は普のサラセ y 人が喰って居った主食で

一寸手に入り難い美味で¥す。一度御試食を」と言う。そ

んなものが近代人の常食になる筈がなし 、。

シγ ケノレの投げた従問は遂にオツト戸・ワグナー ( 18

41 - 1918) に至るまで・解決がつかなかった。

① 私はここでウィー Y セセツシヨシ ( 1897年〉につい

ても教科欝風のことを記す煩を冒したくありません。

間違ってもよいから自分の言葉で言いたいと思います。

一つの運動は時代のカがなければ大きくならないし叉生

れる答 もない。然し; 客観的な時代の力丈があってもそこ

に主観的な人間の力がなければ一つの文化運動とはなら

ないと思います。産業革命を除外して近代建築の流れを

見ることはおかしいが産業革命があれば必然的に、人間

の自覚と無関係に建築革命も起るのだと見るのもおかし

いし、歴史はそのよりになって居らなし 、。諸国にさきが

けて紡績業を先頭にして産業革命の開始された英国の当

時の紡績互場を見れば思い半ばに過ぎます。 プシツ P 風

の建物の中で、産業革命は漸次行われたので・あって一躍に

ロシド γ の71<品宮く1851年〉の中で行われたのではない。

水晶宮のエツ 7 エノレ塔 ( 1889年〉はふり返って見て産業

革命の一つの記念碕! として見ることは出来ます。然しそ

の惑を人ー聞が自覚して、意識的にやったので・あり大衆も

叉之れを 自覚して居ったのだとは申せないと恩います。

寧ろこんなものは見せ物的の もので当時の権威ある( 叉

は権威のなしつ建築業が建築 として待遇したかどうかさ

え従問に感じます。 時代の本流を杷まえると言うことは

その時代の中にあっては至灘なことだと言わなければな

りません 。Ｊも角ワグナ ー の前にｾって「建築はただ一

人の主人を知 る丈だ C それは、些霊 と言われる」と寄っ

た。ゼ γ バー ( 18ω- 1879) の勇気と 時代を見る自の確

かさについては尊敬の念を新にします。みんな がモ{ ニ

シグを着用に及んで居る 中サ 佳一人それも自分で仕立た

仕事着を鷲て出ることは勇気を要することであり まして

仕事着こそ時代の次裳だと言つてのけるには余程の碕信

がなければならない。彼がたまたまこの勇気と確信に満

ちた人物であってもそんなことを公言すれば紳士諸君の

反撃を喰い彼の社会的地位は危険に陥いでありましょう

本流はかくて俗流の底をのみ流れます。

然しワグナーは将にその通りを実行した。シシケノレは

皇帝の衣裳らしく端正で堂々たる威風の F ラシツ P を作

ったがそれは庶民には重くて不経済で滑稽でとても荒ら

れない。ラスキンは自分の身体に合ったゴシック服を主

援したがそれは貴婦人は情絡を与え或は農民の御祭売まに

はよかったかも知れないが工場の作業服にはならない。

時代の要求したものは工場作業服で、あった。然し之には

伝統もなくそんなものは一流の仕立屋は見向き「もしない

ものであった。作業服を着る人自身が作業服よりも紳士

や食婦人方の衣裳を見まねしたものを活たがる状態にあ

っては先ず常識円満な一流の仕立屋はつまらぬことをし

て底の信用を害するような振舞はしなかったであろう。

ヴヴーｾＮ，

唯ワグナーのみはこの作業服に実用様式 、 ｎ ｵ ｴｺ ｾ ｓ ｴｩｬ と

つう名除を与えた。人間の身体をます京税ーにしてその身

体の要求する処に従って衣装を作るべきだと言うのが彼

の主張でありその為には既製の仕立法や型は御破算にす

べきだと 言ったので同業者の非難を一身に受けた。ワグ

ナ{ の如き偉大なる建築家を仕立屋風情と同列に扱うこ

とは当を得て居らないけれども弘のように日本と言う片

田舎のその叉片田舎の生れの者には当時の姿を外に表現

する言葉が見付からない。

上記のワグナーの人間的要素は俗流に煩わされないヘ

レニズムの苦「仇である。 r実用」叉は「必要」と言う轡

きの如何にヘレニズム( 的〉であることか ! そしてこの

大i ! l t J k砥ガス ピ" ' . K K タ Y ト 《

政J l . 蹄田小) 11町1三蛍ピ' " 東 京 7 ン V ク 屯l I i I 闘{ ゐ) 1364 

名 白 窺 a 前夜立可20" ， 民 民 ク y ト み 電 本 局 (23) 4578
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中から始めて科学が建築の中に犬手を叛って這入れる結 ※ る位が落であったが建築が「実用」と雪う君板をかかげ

輸が得られる。グラシ ' :Y!I にあれプシツ F にあれ異質で てからは寧ろ第一の賓客として扱われるようになった。

はゐるが「芸術」だと主張して来た。科学は芸術の殿堂 ① ワグナ戸以降の動きを便宜上一覧表と して見ます。

には表玄関からは出入り出来ず褒古から恐る恐る這入れ※ ( 私共の経験と関連して) 6.  

竺h竺!
要 詔 考主 事 備

1894 1  関 Ｒ Ｗ Ｑ オツトー ・ワ グナｾ i 実用様式」

グアンデ・ペルデ 「ア 戸ノレ・ヌ F ボ戸」

1897 1朗30 Iウ イ … セ セ ツ シ ヨ シ 創 立 | 伊 東 町 こ よ り 「 醐 学 」 な る 名 触 る

1901 1朗34 1ダルム・シユタフト芸術農村展

1鈎9 1関421 ベ戸タ戸・ペーレ γ ス i A E Gタ戸ピシ貧富J 1佐野教援 「実用建築」を論ず

目マリネツテイ 「未来派宣言」

1914 1大 3 1第一次世界大戦姶る

1917 1大 6 1 :ライ ト 帝国ホテル設計( 大11 狭工〉

1918 1大 7 1第一次世界大戦終る

1919 I 大 81 ハシス ・ベルチツヒ「伯綜大劇場」

11 
ワノレター ・グロヒ. ウス

「パウハウス、ワイマｾｽレ」

コルピユジエ「エス 7. 1) 、 ヌ戸ボー」1920 I 大 9

。I 日本分隊派建築会創立

1922 1大11 1上 野 平 和 陣

1923 1大12 1関東大震災

1925 1大14 1 グロヒ・ユ戸ス「パウハウス、デツソ戸」

19261 大151 グロピユース 「国際建築」

1927 1昭 2 1 日本イシターナシ ョナル建築会創立

1930 1昭 5 1  i メウハウスペルリシ」解散

1932 I 昭 715. 15事件

日本青年建築家聯盟

1934 1昭 91 プル / 戸 タウト「ェツポシ」

19371 昭121 支那事変始る

1945 1昭201 第二次世界大戦終る

1951 1昭261 姻口拾己「八勝館」

1952 1昭271 日本独立( 明治85年なり)

レイモ γ ド「リー〆スダイゼスト支社」

次年野田俊彦 「建鰐ド芸術論」

ロシヤ革命起る

之れは「パウハウスピユツヘル」による

之れは「ナチス」の圧力による

ふワ グナ 戸の実用様式に対し同様の主張を掲げグアシデ O 合理主義建築の両巨星の成長の上に与えたであろうペ

ペノレデが「アールヌーポ戸」を提唱した事は再ひ. ヘレニ

ズムに対するへプライズムの反作用でありましょう。こ

の場合は自然訟仰があまりにも直訳的でおったので一つ

の刺戟剤として終りました。ワグナ戸の門下から出て出

: e の誉のあったオルプリヅヒは実用様式の忠実なる敷術

者と言うよりは寧ろ個性的なへプライズムの 中に加へる

のが妥当な作風を持って居ります。何れにせよ実用様式

の発成の為には次代の人を倹たなければなりません。

⑦。 ウイー γ セセツシヨ γ から出た流れは独乙に入り「

コＮｾゲントスｾル

近世様式J ( J ugend- St i l) と呼ばれ郷土化した一方実用

的で工学的な建築に発展しますがこの中で忘れることの

出来ないのはベーター・ペーレ γ ス ( 1878 - 1949 ( ? )  

〉の活動であります。ペーレンスの門下にグロピウスと

コノレピユジユが青年時代を過した事は現代建築史に人間

的要素を加える点で興味がある以外に、この機能主義的O

20 

F レシスの影響は見のがす事が出来ません。ペーレシス

に至つては発全に過去の様式の影響から離れシシケノレの

言った「 自分の時代の様式」を作って居ると思います。ペ

ーレシスは叉シシケルと同様にヘレニズムとへプライズ

ムとの相泡に悩んでは居るが彼の場合は内面的なものと

言うよ りも外面的に突に鋭敏な時代感覚をもって時代に

建 築 窯 員

ユニヴアース写真工重要最t

森 庄 次 郎

大阪市南区笠屋町長呑地

C1! f 周防町三休橋筋角 〉

干 包 括 南 ⑮ 0 2 4  0 呑



順応したと言った方が妥当だと思います。兎も角ドイツ

の建築家はその国の政法と同様に何か安定しない傾向が

あるように見受けられますが現代建築探求の激しさは大

した事ではあります。

① 私 共 が 現 在 納 得 して居り叉承認 して居る建築は何 で

あろうか一一既にアカデミツよ? とさえなりマシネリズム

に陥って居るかの如き現代様式はその鍬縮をグロピウス

とコノレピユジエの理論と実践によって聞かれたものでら

るとする事に異論はないと思います。私自身京大在学中

に同級の建築学生が作ったデザムと 言うグル 戸グで将に

飛びつく機な格好でグロピウスやコルピユジエを疲収し

て居りました。それは昭和5年 ( 1930年〉から3年閣のこ

とです。然しその当座世間知 らずの鈍物の学生がいかに

勉強 したからと言って一人前の「建築家」の見識に逮せ

られるべくもありません。建築の部品的知識は充分学校

で教わるわけですが之を総組立する思想或は理論は学校

の講座より求められずその渇望をグロピウスの国際建築

の思想に或は建築生産の工業化の理論に求めたりコノレピ

ユジエの飛践した形に求めたのだと恩います。何れにし

ても建築の本流から離れその伝統もない代り束縛もあま

りない国で学生と言う自由な社会的立場にあった当時は

主観のおもむくままに行動し突き当り反響し)1民応して、

単にワグナ { 以降の建築史丈でなく有史以来の建築史を

身をもって実行するのですから了度小供が人類の歴史を

短期間に反復し乍ら成長するのと問じ様なものだと患い

まって結局自分自身のことが一番分って居らない。グロ

ピウ スの事の方が自分 自身の事以上に詳しい。建築が分

ると言うことは人聞が分ると言うことを除外しては駄目

なのではないかと思いました。〆ロピウスは「工学的人

間J の上にコノレピユジエは、「生物学的人問、の上にその実

践を進めて居ったのだと思います。私共の場合一見全人

格的な人間 と言うものを考えて居るらしく誤解して時に

この両巨星の想定する人聞が如何にも本論者のように反

綴した事もありますが却って私共の場合は他所には適用

しない事なる風土的人間であったり 、科学を知らない原

人て、あったり産業革命以前の人間で為ったと思います。

グロヒ・ウスにせよコルピユ ジエにせよ人間と建築との聞

は気まぐれや邑想で決めるべきもの ではなく科学的方則

で律すべきだと主張したのだ と恩います。 このような科

学的な見方はヘレニズムの合理主義だと患います。コ γ

ベ戸ヤ戸シ ステムの大工場とその中で働く人聞との関係

を仮に例に取って見て建築家が最も重要視す必要のある

のは上記の科学的見解で・あってそれが無視されたならば

大工場が潰れるか或は人聞が潰れるかその どちらかであ

って両者両立はむつかしいでしょう。ヘレニズムは常に

大工場でありますがへプライズムは次の夢をすてては麗

りません。ラスキンの衣鉢を伝えたウイリヤム ・モー リ

スは「芸術とは労働の 中の喜びの表現であ る」と言って

居ります。中世的な手工芸の仕事場にはそれがありまし

た。

①余談が長くなって気がつけばもう何とか緩りをつけ

なければならぬ時です。私はニーマイヤーについて斯く

感じます。自ら言うようにニーマイヤ戸は正統機能主義

の段階を勇敢に克服しつつあります。彼はヘレニズムの

支配する現代建築の発成期に於ける腕の関屋にもたとえ

ることが出来ま しょう 。然しその後に来るべき察関は果

して3韓関であるだろうか。ヘレニズムの世界からのみ見

ればそれは丁度ノレネツ サ シスに於けるパロツグ郊の診回

であり建築全体から見れば一つの機式化されたものの 「

たそがれ」を告げるよ青の朗星でないと誰が断定出来るで

しょうか、目を転じて二人の事業家のェーマイヤ F に対

する見解をもって結びたいと思いますがそのA 氏はへプ

ライズムを代表しB 氏はヘレニ ズムを代表する典型的性

格の人であります。そして共に始めて ニーマイヤ F の作

品写真を見ての即答です。

A 氏「形の飛躍はあるが精神の飛躍は無いね」

B 氏 「こりやピジネスオシリ F だ好いね。保しこれを

やって居る と結局イ { ストマン社長の自殺になるぜ」

人間のあらゆる感覚的慾望を満足したイーストマ γ の社

長は彼に残さ れた唯一の仕事一一自殺ーーをしてその一

生を終った。私は明治2年 ( 1869年〉 の生れである彼の

プラン F ・ロイド ・ライ トの不滅の業績を思い浮べまし

た。プシツタを水平にしたと言われるあのラ イト を ! そ

して叉ロー マ皇帝の衣装の再現 としか見えないソダイエ

ート 現代建築の野性の力を !

( 童在者 倉敷レイョ γ K K営給部長〉

キ定

特 許

特 許

武 智 式 鉄 筋 混 凝 土 杭 基 礎 工

日信三角型鉄筋m，猿土わじ基礎工

漫l島 ・地質調査 ・地耐力測定施工

特 砂 利 充 撲 に よ る 特 殊 施 工 法

長 支持力砂次。工事迅速。工費低限

株 式 会 社 武 智 工

取 締 役 社 長 編 留 並

説明容及 ピ防潮

ノ嵩上品韮土地常

に於げる実践茨

進呈

務

喜

所

大阪市西区西長摺 b通四丁目篭O 細 野 ピル三六号

電 話 新 町 @九 九 五~ 九 九 八 番
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新設備- 衛生設備の分野 4、 JIJ 誠 耳

1)  衛生設備の分野で、現在までのところ、そんなに

目新しい設備といっては、実現していることを、私は見

聞していない。 もともと、衛生設備というものは、援冷

房 ・空気調和などとは全然物質を異にし、建物という以

上は必ず設備さるべきもので、湯水がなくては人聞は一

日も住居はできない。年中無休で働かされる設備で、な

かなか修還も取替も充分にする暇に乏しい関係もあり、

新設備への転換も緩漫にならざるを得ないし、使い惨手

の急に変るのも使用者にかえって不便や事故をおこさせ

る原因になることもあり、いきおい急進展は望めない性

質のものかもしれない。

2)  概して言えば、ここ 10年以上もの関、わが国の衛

生設備は、それ弘前よりはグツと退歩した。その、10年

以前といえども 、わずかにわが国の衛生設備らしい形態

を正し始めたに過ぎなかったのだと言つでもよい程度の

もので、現在でもまだまだ資材 ・製品 ・工法ともに、そ

の旧にさえ復したとは言いがたいので‘ あるから、ほんと

に衛生設備としての面白を表わしてくるのは、今後だと

言ってよし、。 去年あたりからのように、本絡的の建物が

建ち始めれば、 次第に新設備も新装置も 出現してくるの

ではないかと期待し得るが、さて 、この地球の情勢やわ

が国の諸事情が一体どう転変してゆくものやら、もひと

つハラのすわらないような気持でもある。

む とはいえ、さまざまな改善を要する問題や、新企

画 ・考案や、新知識1 N 収への黙意や、技術者・工員の養

成や、もろもろの胎動がはなはだ盛んであることはうれ

しい事実で‘ ある。これらは次第に解決し、実現し、具体

化してゆくであろうと期待できるし、すでに発芽してい

ーる向もある。そこで、ここでは、私の知っている、それ

らの事柄につき記してみたい。

4)  アメリカは世界中で最も 衛生設備の発達した国だ

と言えるし、わが国の衛生工事が従来とも採ってもって

範としてきたものであるが、ここ 10年来ごぶさたになっ

ておった。 このごろ、その聞の事情が少しずつわかって

きてみると 、大した変化ではないにしても 、かれこれと

改善・進歩のあとが伝聞されてくる。ともかく、耳目j類や

示唆を受けることは、ありがたいことで、大いに参考に

なることが多い。

包

5) 鉛が世界的需給の割合や輸スなどの理由で非常に

乏しくまた高価になった。銅との値隔が昔とは格段に接

近した。こうなると、鉛管よりはさまざまな利点をもっ

銅管の方がよいということが考えられ始めた。シカプや

ニューヨ- t ' の実状は、給水管は銅管か黄銅管だそう で

ある。 何よ りもその耐久性がガス管や鉛管に数等優る。

建物の耐用年数と合致しない管材を用いておくことは非

常な不経済であるというのが最大の根拠である。もとよ

り鈎 ・賞銅の管を使いたいことは山々だが、さてわが国

ではどんなものかと普からチユウチヨしていたくらいで

、今後の国情ではゼイタグに麗しはせぬかと気がとがめ

ていたが、最近都市の水道霊祭が引込給水管に使用し始め

た。銅管を使用するとなると 、まず第ーに人体に有筈か

どうかが重大問題となり、脱酸銅管でなく てはいけない

とき まるまでには議論がなかなかムツカしかったり、黄

銅は危険で青銅ならよいとか、もうとつくの普解決して

いたものと安心していL 、加滋工事に使ってきている黄銅

が、いまさ ら近代化学や分析学で改めて論ぜられている

始末である。鋼管にしても、その継手や接合方法も急速

に研究しなければならぬが、これには資料も不足だし、

種々の不都合が銅管の J IS に も 見 出 さ れ る 有 様 で あ

る。さらに、 これを給水のみならず給湯配管にはどうで

あろうか、排水通気管にも使用したらどうだろうか、 と

意慾は動く。いずれにしても 工費絶対額はガス管や鋳鉄

管より高価にはなるが、耐久性とにらみ合せてどんな比

率になるか、などなど。今後の大きな課題の一つである。

6)  戦時中の爆撃の震動で水道本管の接合がユノレんで

かなり漏水している。その上無数の焼失家屋に引込んで

あった鉛管が地中で溶けたま まのが随分そのままになっ

ていて漏水している。彼筈都市の水圧( 乙とに東京都) は

戦前よりグシと低下したままである。これを完全にする

には全部瑞設替をするよりほかに手はないところまでさ

ており 、しかもいつになったら戦前並にでも復旧できる

のかそのメドもなく 、昨今では防火用水にも事を欠く実

情の地撲が多く、まして 2 階へ さえも自然上昇はおぼつ

かないところがザ ラで、 1 階の洗浄弁も完全には作動せ

ず、ガスヒータの水圧式自 動点滋も不可能となっている

地域が多いような状態の水道になった。だから 、建物に



は防火用水 ! t ' . / ? や受水 ! t' . /! I に、まず一定量を貯留し

ておかないといけないことになってきたo 正しく衛生状

態の退化である。なさけない水道である 。かかる 水道で

は断水またはそれに近い状態を呈することもしばしばと

なり、問管中に負の圧力を生じて漏水箇所からは逆に地

中の汚水を駁引する E震があるというので、アメリカさん

は消毒用塩素量を滋前の 5 倍 も入れさせた。だから水道

水は薬臭くなり、茶の味もイトドまずくなった。ぬ前に

は、これ以上塩素量を治すと人体に害がある と言 ってい

たのに、今はその 5 倍も濃いのを毎日飲されているのだ

が、これもわが国人の肉体にはなにか影俸がありはしな

いかと私は不安を抱いている 。由来アメリカのような大

陸的な土地では、よい水源が都市から遣いので、大きな

近所の湖水から引水して沈溜池で荒プミを沈ませ鴻過も

ろくろくせずに消毒だけしたのを供給 し、 一方 下水従壇

場からはまたその湖水に放流しているといったまえのもあ

るくらいで、何しろ殺菌だけ充分であればよいのがタテ

マエになり、薬臭くないと安心して飲めないのが常識に

なっている都会人種が今いから 、臭し、ぐらいなんとも恩

わない。それで? 、水質や臭味は衛生工事業者にはなんと

も致方のない事柄だが、問題はこの塩素主主力: 、給水鉄管

を腐らせる力がどのくらい強くなったか、ハツキリとし

た証拠はまだあがらないが、 ともかく震いこと だけはよ

くわかるのと 、7kセ γ の皮バツキ γ ( これを通事訴 コマカ

ワと言っている 〉を痛めることは明確になった。一箇月

もたつと、もう皮表面がジヤ γ コになってきて、すぐに

潟水を始める。そしていとど水圧低下の原因をつくる。

Ｓｾ 年も前から 、ア メリカからの輸入品のあらゆるバツキ

シはみな硬質のゴムのようなものであって、 皮はけっし

て使つて なかった。 なぜ皮を使わないのかと恩っていた

が、敗戦 してみてナノレホドと思い当った。皮をバツキ γ

に使うのは水セ Y ばかりではない。それがみんなダメだ

とわかるとアワテざるを得ないが、さて代品の適当なも

のは見当らない。が、 どうでも至急にどうにか しなけれ

ばならない。これも目下の緊急課題の一つである。

7)  そこでこのごろ発達してきた Pl asti c 系統の製品

が非常に注関されてきた。さしあたり皮バツキシの代り

に Pl ast i c 製品を決定した水道官果もできてきた。 プラス

テイツ F ヒ・ニー ノレ系統の材籾は、 将 掲F常に広範な用途

をもっ資材になると思っている。衛生設備の分野でも早

くこれに着目研究しなければならぬと患ってしる 。高線

高圧の間管の メツキングには、従来世界でも困っていた

が、その程度によっては Pl ast i c 製品がアツサリ王座

を占めてしまっているのがある。耐酸耐腐力も充分持つ

ように造れるし、もうすでにアメリカではネジ接合の管

を製造する会社が衛生工事の用途に適すると広告してい

る。金属管に比して室量において% だし、工費において40

%を軽量まし得る、と称している 。 さしずめ、排水道気管

には使えると思う 。金属管に比して強度や耐火性に不足

はあるが、金属管には無い利点もまた多い。ただ、当分わ

が国では値段の点で問題にならないかもしれないが、 研

究する価値は充分にある。

8)  Pl ast i c は透聞な管を造れるから、管内の流水状

態、ことに排水管内の町下状態やトラップ. 封7. K の自己サ

イホンの発生と気圧関係などを調べるには便利この上も

ないので、いろいろな実験に利用している結果報告の掲

放されている雑誌などもあって、この方面でも有用な資

材である 。そのほか衛生器具の部分品、たと えば水セ Y

のハ γ ドノレや軽量な器具のブ' ラケット 、洋風大便器の便

座やそのパ γ パ、シャボン入その他の附属品、ピニ{ ノレ

製のシヤワカーテン、なかには洗海弁内の上下動をする

ピスト γ 式弁体などにまで利用している。おそらくシス

タシ内のサイホンとかプロ F トポールなどにも利用し得

ると思う 。

9)  アメリカで最近流行し始めた衛生器具に Sani s-

t and がある。 for Wome n. であるから小便器である

St raddl e f ype とあるから、これはわが国でイナカのお

ばあさんにはよく見うけた、おっ立てジリの、あいつで

ある。い まにアメリカでは女便所にも大小の別ができる

ことになるかもしれない。考えてみると愉快である。 だ

が、しかし、こいつはわが国ではどうも流行しまいと思

うがどんなものだろう。ところで、なぜ こんなものが考

案され始めたのかというと 、腰掛便器というやつは、便

座が不衛生きわまる もので、また女性が小使にいちいち

膝をかけるのもオツグウだものだから、手取早 く"' l ' タイ

だままで用を足すのが多くなったのによると推測できる

そこは L ady Fi rst の国柄だけに、それを見てと っ た

男性側が、ご婦人に便利なようにごきげんを取結んだも

のであろう。ともかくナプキ γ や綿が薄布ぐらいは排水

し得るサイ ホ γ ゼツト式であり 、器具に直接膚を触れず

に済むから病菌は付着しないし、極めて衛生的なものだ

と広告している。アメリカ人といえども器具や便座に

を付けるのをいかに気持わるがっている かは、この広告

文が裏嘗しているのがおもしろい。さらに、男子が使用
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しでも一向さしっかえないとも書いており、たしかに早

グソのアメリカ人なら' 中腹のままでもガマンできるだ

ろう。いまに、あるいは、アメリカでは犬いに便器の一

大革命がおこって、腰掛式が一掃されるようなことにな

りでもしたら、まさにこれ、衛生工業界の世界的事件と

もなり、その年の Bi g Ne ws  Ten. のなかに数えられ

るかもしれない。

10)  器具に満水すると上縁からアフレる。このとき水

セγ の吐水口端がこの満水面下に没しるような組合せに

なっていると、もしかような場合、運惑く給水管が断水

または気圧低下をおこすと、ヨプレた器内の水を吐水口

から給水管内に駁引する虞がある。これを防止するため

満水面と吐水口端との聞に必ず空間ができるようにして

なければいけなし 、。 しかもその垂直距離を、吐水口径や

形状によって具体的に数値で示した規格をアメリカでは

つくっている。ただ綴れているだけでは不充分だという

わけである。それによると、いまの J 1S の洗面器に、

J IS の立水センを耳立付けただけでは、その規格の許容最

小空間長よりもはるかに小になる。アメリカでもこの空

間規絡に合絡しない組合せが多かったとみえて、このご

ろの洗面器の水セシは吐7k口をカマ首のようにしてみた

り、合をつけて高く取付けたり、陶器自体に水セシ取付

部が高くなったりしている。これは純理論的な現象で試

験の上定めた数値であろうから、早くわが国でも採用し

たし、ものだと思っている。ただに水センだけで、なく 、洗

海弁などでは、かかる空間を採るわけにいかないから、

真空破り器を具備したものでないといけないことになっ

ているが、さてこの Va c uumBr eaker の、これなら

という完全・永続性のあるものは、アメリカ品にも見受

けられない。和製品にも感心するほどのものはまだ現出

していないと私は思っている。もひとつ、うなずける

1dea もののが早く発関されることを念願する 。 そ の 他

ポイラとかシスタシとかに直結する給水管には、本管と

の分岐点以下に必ず Br eaker をつけなければならない

ことになっている。こんなにヤカマしく言出したのは、

建物内配管がますます復雑化して、かなり問題や間違が

あったからだろうと想像できる。ころばぬ先のツエで、

わが国でもこの点今から充分関心をもっていてよいこと

24 

だと考える。

1 1 ) 洋式建築で、便器を洗浄する水音、シスタシに水

の流入する音な どは、ウ J レサ くもありよい感じのもので

ない。が、わが国ではここまで、気を使った器具も工法も

まだ考えているものはなし、。 しょせん無音にはならぬに

しても、アメリカではこの点も気をつかいだしたとみえ

て、便器にも Qui et とか Sl l ent t ype とか特に広告し

ているのが目立つ。 これらも今後もう一段と各 Mak er

が関心をもってほしいと考える 。

12)  アメリカではラジオやテレピの〆イヤノレをつまん

で回すのが半ば習性化したせいか、水センを何度も回し

て開閉するのなどは、バカげてきたのか、洗面総の湯水

センなどは、それ自体は総の裏下側にかくれて、器のパ

ツ? ' 1i 45

0

に傾斜し、その斜面にダイヤノレのツマミの少

し犬形のが頭だけ出しているだけなのがある。中には洗

面器の両仮1 ] 0 ' 壁際に横に頭を出して いるのもある。これ

らの水セシはみな90
0

ぐらいの回転で急開閉するもので

あるが、わが国では今もって水道課が、急閉式は71<撃

( Wat er  Ha mme r) をおこす危険がある と言って直結

使用禁止である 。 ロF な水圧もなく、気のきいた水撃な

どは起そうと企てても、どうにもおこせないような水道

のくせに、あまりにも理論的な旧弊式禁止である。何十

ポγ ドと L 、う水圧をもっアメリカでさえ使わせていると

ころをみると、なにか水撃後装置がしであるものと思う

が、水使用者に便利に能率的に水を使わせるよう、水道

線の心構えから変えてもらわねばならず、さてさて回り

くどいことではある。

13)  ここ 10年ぐらいの聞に、アメリカでは糾理の廃物

を苑堕する Food Was t e Di sposer がおびただし く普

及したようである。これは粉理流しの下に小さな電動粉

砕器があり、流しから肉野菜などの F ズを落しこんで始

動ずれば、魚骨ぐらいは粉除して水液とともに排水管に

送出す装置である。何十階という建物で粉漣 F ズを捨て

ることは大変な手数と費用であろうし、ダ、ストシユート

の設入口などというものは極めて非衛生的な感臭J忠ガス

の発散口となるであろうから、致方なく普及したことと

縫定できるが、この排気液はかなり一般排水と性質を異

にし、一般流しと同様な排水配管へ排出すると、他器具



や他の家庭の器具のトラップ封水に異状を生じさせる虞

があるので、そのことに対する親切な解説や図解を示し

て業者に衛生監督官が講演している記事のある雑誌も見

受ける。

14)  アメリカの消息はこのくらいにして、さて、わが

国では、終戦後衛生工業協会規絡 (D SS) のうち、衛生

陶器量 ・給水セ γ 7 極は JI S に移し、残りの給水セン数

種と付属金具の DS S も決定し ]I S に移す予定であり、

洗浄弁膨脹継手 ・ラジエ【タトラップの規絡および試験

方法なども決定している。洗浄弁の規格などはアメリカ

にも無いと思うが、現在市販の大部分の洗浄弁を実験し

た結果は、まだまだ改良の余地は多々ある。

15) 洗浄弁は一般に給水本管の最低水圧が 1 kg j c m
ll 

以上ないと使用できない。だからそれ以下のところでは

直結使用はアキラめた方が無難である。だから、今後は

なるべく便器洗浄にはロータ : / 9 を使用する方がよい。

また、元来洗浄弁を完全作動させるには、相当太い管径

が必要であり、工費はかなり多額になる 。それよりも、

資材をなるべく節約する意味から言って、特に洗浄弁を

必要とする箇所や事情のない限り、なるべくロータ γ ダ

式でガマ γ するのがホシトだと思う。

16) 現在の和風大便器の排水口はψ である 。こ れはこ

の水洗便器を考案した際、いかなる理由によったのか、

もはや今日ではハツキリとした資料に乏しいが、西洋人

より穀物を多く採る人種だからぽ公も多い ということも

考慮の一つだと聞いているが、このごろでは随分洋風便

器も使っているわけだけれども、使1 i t のため洋風便器が

奮

つまったという話も聞かない。洋風大使昔前主3" 穴であり

しかもサイホ γ 式の排水路は数屈節ある上にその各節の

態調は円形ではなくダ円であって、狭い方は211ぐらし、の

ところもある。それでも特に異物が投入されない限り使

や用紙や薄布や綿やタパ コの駁殻ぐらいではツマらない

どうも排水口が大きいと、かえって大きな異物を投入す

る傾向がある。しかも排水横引管径を太く太くとの要求

が多く 、 ＵＧ Ｏｾ， こ採り ＶＧ Ｑ にすることがかなりある。しか し 排

水横管を太くするほど洗海水量を多くじないと、汚物を

押流すだけの水深もなくなり疏漣も 出ない。水量を場さ

ずに太くだけしては一層ツマリやすいのである。 だから

いま和風使器の排水口を31
1

にし、せめてホイホシ式かゼ

Y トだけでも備えた陶器の構造に したものを考案試作 し

てもらうつもりでいる。同時に トラップや排水管との連

給方法も、バテをつけて押込んだままの、現在の工法を

どうしても改良しなくてはならぬ。かく して排水管も31
1

で済み、同様51管も411で済ます: ようにすれば、相当な資

材の節約になる。アメリカ規絡では大便器16個まで411の

横引管に合流してさしっかえなくなっている。わが国で

は苦から貧乏なくせにとんでもないゼイタ P をしている

のでゐる。何分現在では衛生工事に対しては何等の法規

も条例もなく、不備不衛生もム〆も指摘する規単もない

有機で、工費を安くしようとすれば、ある程度はどうで

も勝手なことをしていてもよいのである。いかに民主主

義は自由を尊ぶからといって、いささか自由すぎる衛生

工司詩集界なのである。

〈録者 斉A 工業株式会社常任監査役)

丘二

c  

現下の住宅難に鑑みましてその緩和方策の一端として会誌に斡旋欄を設けます故、譲渡及賃貸街l希

望の方は次の要領で申込下さし、。( 紙上匿名とす〕

1、配置図 、所在地 (最寄駅等) 1、敷地及建坪数 ( 略図を附すること〉

l 、構造概要 1、価格 1、その他( 環境、瓦斯、電気設備〉

右申込を受けましたなら次号の会誌に掲載( 但し不適当と認めた場合は採用せぬことあり〉 、そ

の問合せに対する接衝は協会事務局にて担当、結果は掲載申込者に道知します。申込斜不要。

日本建築協会住宅委員会
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新築住宅 にお手入れのい らぬ奨索工事ノ
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濯 恵 会

9 日2時於朝日 東畑副会長外9名出席。

開会前故佐竹理事の冥福を祈るため黙践を捧げた後下

の通り議事報告事項を了 した。

理事ー名補選の件、建築制限緩和陳情の件、都市不燃

化同盟加入の ('1=. ，;f fe綴員会開催の件、竹脱会副i吊朝歓

迎の件、入j屋会鐙衡等夫々協議。

26年度会計検査結果被告、 6 月分収支算計記念事業中

間報告、吹写会、日米学生作品交換、 6 月午餐会、プ

ラスチツグ ・バY ブレツト出版、会勢委員会等諸報告

了した。

教 育 委 員 会

9 日4 時朝日にて中野主記外9名出委員長として鷲尾健

三君互選、事業企画、主記にて進行中の日本学生作品

交換の件本委員会事業に継承、技術者数育の件等協議

其他次回腹案持寄り申合せ。

住 宅 委 員 会

10日3時於朝日赤松修外5名出席

委員長にす松氏を幹事に著書村芳一氏を互選。事業企画

意見開際、住宅譲渡等誌主斡旋。住宅保全に関するバ

ンプレツト発行、防火に関する映写会開催等。

11 材 審 奪 会

10日4時於朝日置塩委員長外名出

新規申出のワカ山スレート K K製品厚型スレ戸ト並大

同鋳造K K 製品、レジスターにつき両社より夫々説明

あり質問後二つの分科委員に嘱した。

スレ戸ト布施、管回、竹内孝 3 委員、レジスター日野

真口、毛利委員分担、 18日2時於朝日

与しヒ2 分科委員夫々出席両者につき審査をなしたがス

レF ト分科は更に26日の 1 時より、和歌山スレ{ ト工

場に至り製造の突況及製品を抜取り種々試験を行った

当日布施、奥島、竹内孝、管回委員岩下書記出張。

編 集 会

19日於朝日 中村委員長外出各般協議。

28日委員長外 6 名、法隆寺出張、復興の塔其他見学、

工事事務所及現場関係各係と面接、誌上発表予定の資

粉を収集した。

午 餐 会 ( 竹原会長歓迎)

24 日正午於ニューオーサカ開催 5 月29日羽田空港より

旅立された竹腰会長はアメリ カに於けるM R A参加後

米国より欧洲を視察され7月8 日羽田空港に無事帰朝、

越えて10日午後 5 時大阪着つばめでめで度元気な姿を

大阪駅頭に現された。往きもお帰りも駅頭は歓送削岩

で娠であって が、此 日欧米の新しい事情を拝勝、努々

歓迎をかね定例午餐会を催した。

席定るぞ大綜冨j会長、無事帰朝された観迎の言葉を) ; t t

ベ一同と共にピー f レ乾杯後食事、竹腰会長は 3 回目の

欧米の旅をしたが今回は特にアメリカ東西南北の主要

( 7月分〉

記 念 事 業

イ宝 . 宅 部

1日3時於 朝 日 事 務 室 吉田部長外11名出席

羽衣住宅展建築プラ γ 28 戸分審査、敷地割 り一部変

更、英他進行方協議。

8 日3時於建設会館出品者打合開催吉田部長外25名出経

過報告後坪当建築費.AB C 三種協議、A 社 9、B 18社

決定、設計図諮問細、仕様書提出期、境界線、用地区

分電気、水道、建材等なるべく一括申込共他施工万般

打合せ。

出 版 部

24 日2時半便覧分科会竹内成夫主席外3名企画内容検討

次回概記持寄り 打合せ。

地 質 表 分 和 会

務奮

去月中句より池田災害委次長手許に於て学生パイトを

履い原稿作成中。

見 学 部

11 日岐阜白川方面見学回大阪駅出発 13日帰阪。 8 月

号掲載の通り 、24 日分室松本部長竹内委員会合経過取

組め計算、次期企画打合せ。

産業会館ピル見学

会勢委員会と学針丘畿支部共催で北区総田町に偉観を

呈 した産経ピノレ竣功建物の見学を{ 錯した。当日暑中に

も不拘会する者凡 200 名、学協会代表村田治郎氏挨拶

の下に竹中工務庖設計次長小川E 氏概説明現場主任石

河亮太郎氏外数JJIEの案内に引率屋上迄見学、緩功間際.

の施工中の処もあり参加者一同益する処多く 3 時過ぎ

解散 した。

筒同建物は ＱＸ 、 ＱＹ 両日盛大な挨瑚摺会ｾり竹中工務庖

より建築関係者も多袋町御案内があり猿之助丈等の三番受

外余興あり前途祝福された。

建物内容詳細は近く会誌に掲載の予定である。

京都支部役員会

8日5時於支部事務所開催松井支部長、林、伊東恒治

副支部長外数名本部より大和常務理事、安述会計係な

ど列席、支部事業並に本部交附金問題につき協議。
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都市と英国、フラ γ ス、イタリ F など各地を飛行旅行

し主として昔と変った点につき主眼をおいたとて別項

の通り 1 時間余に買り欧米の建物並社会情勢の大要に

つきお話され一同興味深くお聴した。大林副会長感謝

の挨拶後歓談、 2 時半頃解散した。当日は暑さの際に

も不拘、予定人数を還に越る 75名の出席を得非常な椛

会であった事: を御礼申上け' るこ共に、次々と待合所の

方のテ F プノレ迄、延長をなすなどいたし、席上不備の

点がありました司王を誌上からお詑申上げます

評 議 員 会

2ヨ日お寺於朝日河合議長、赤松修外9名出席、委任状共

48名で成立、東畑冨I j 会長、山巴 l絞都外理市 5 名出席、

下の通り議事報告を了した。

1. 理事ー名補欠選挙の件

故佐竹理事鮒欠選 挙の結果 、勧ｾ太氏当選Ｈ近藤電 気

工事社長〉

2  評議員一名欠員っき補欠に関する件

故松久保敬三氏補欠の( 牛につき理事者としては欠員の

鐙当分支障なき旨説明、協議の結果、当分欠員現状の

僚とする事に可決。

3.  細別一部変更の件

細則10条中定款第9条第1号による者とある次に( 個人

会員〉を加える。 同じく第2号による者とある次に〈団

体会員〕を加える。以上理事者の提策理由を聴き審議

した結果提架道り可決した。

4  昭和26年度収支決算、財産目録、事業報告の件

理事国B布の脅類につき詳細説明あり承認した。

報 告 創 立35年記念事業中間報告

東畑委員長より別項の通り収支明細硲説明中間報告あ

り一同諒承した

都市不燃化促進連合会

本会外関係団体を以て組織せる本述合会は 7 月16 日正

午於朝日ピル、渡辺会長外9名出席l取[ j J 会開催27年5 月31

日法律第 160号を以て公布された。耐火建築促進法につ

き内容検討後地方公共団体の条令発令前に意見を提出す

る事協議したが、 7 月31 日別記の通り意見誌を全国都道

府県知事、 8 大都市市長主主建築部長宛提出した。

昭和27年7 月初日

都市不燃化促進連合会

会 長 渡 辺 節

意 見 書

今回耐火建築促進法が制定せられ共の実施を凡るに至 b

ましたことは、 今後会園者I1市の不燃化進展に偉大な買献

をなすものと信じ、多年本問題に事5・カを払って参 b まし

た本迎合会としては 、械に欣快と し前途に多大の希望 ぞ

ょせると同時に、その運営の適切妥当ならんことを? 念願

しているも のであ b ます。

既に防火k I l : 築山指定も着々進捗しているかに灰開し、叉

各府県市におかれでも 、条例制定の御準備中 の ことと存

じますが、此際本会は友の 2 点に就いて希望を i主ペ術l賢

I献を願いたい と存じます。

1. 補助の粂件は法律に規定せられているが、条例でそ

れ以上の条件を追加することは織 力さげられたL、C

2 防火建築併は出来る丈り広〈設定せられたレ。

理 由

法Ht のJ ¥l i 営と資金的に困維な 色のに対して優先的に補助

せらるることと，思われるが、今日の経済状況よ b凡ると

き場所的に資本的に必すＧしも昔日の尺度で計 Ａ＾ ｾ曜 いも の

があると思われるから、補助条件をめらかじめ条例でW.

定することなし補助申書青の状況に応じて考えることと

し、当初から条件ーを法律以 k に追加することを? 紘カさげ

たカーが本法運営と適切であると考えられる 。 問綴に防火

主ｾｾ提出色予め路線防火地域のみに限定するようなこ とな

し中継部の ｭｾ 牲に鑑み広〈補助の総会を与えること

にした方がよいと考えられる。

会 事 事 委 員 会

29日3. 30、於朝日 浅沼委員長外12名出、

会勢発展並下期見学先英他事業企画協議、終って浅沼

委員長寄贈に依る懇親会開催した。

故佐竹理事霊前参詣

7月号で謹告の通故佐竹理事は6月14 日急逝されたが芙

後理事会有志で心ばかりの御供えをする務とし7月2 日

浅海主記理事大和常務理事が代表して芦屋の同邸に参

向未亡人に親しくお悔み申上げ霊前に額き供物を呈し

謹んで故人の御茶福をお祈り申上げた。

囚

畳 高 水 準 品 ・ 品 質 優 秀

角ーゴムタイル特種ゴム床材

角一ビ= ールタイル

〈角一ゴムタイル総代理庖〉

株式会宇土 コ マ ツ 面 会

大阪市北区兎災野町長6番地

電話堀川l⑧3658番
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正会員 三原清治君の計

本会評語員三原市治君事務市病気御加養中の処薬石効な

く遂に昭和27年 8 月15日日 生病院に於て逝去されました

事は誠に痛恨の歪りであります。君は大正11年西野田工

業学校建築科を卒業後株式会社大麻組に入社設計古鵠h務

となり朝鮮、満洲、長府工事務所等に歴任務設計に従事

されたが、英後昭和21年よ り株式会社銭高組に転じ設計

部勤務お年設計課長に栄進今日に及んでいた資性温厚篤

実の土で内外に信望厚く将来をq属望されていたのに淘に

憐むべき次第であります。本会には昭和23年入会、 26年

度、評議員に当選任期中であった。

卦報に接してから時間の都合等で一般にお知らせする

高が出来ず取敢ず16日東畑高日会長、大和常務理事が弔問

8 月号記事訂正

8 月号掲載の「都市の不燃化に勺いて」と「大火とい

うこと」の文中に誤績がありましたので此処に謹しんで

訂正致します。 係

亀井幸次郎・大火ということ・

頁及行 l 正 |  誤

23頁 の 友 - ｟ｾＮ＠ 1  

下より 15，… 一叉は中火災… … .. 1… ・叉は中火炎… …

行 1 ______..，........ .1 

23] 言ゐ封 一一一一.--------- - .  - __ .1 

上より 101火気のなかでは1∞。'cl.. 火気なかでは1∞。…

行 1 I  

ぉ貢. ゐ右 .  1  

上より 201.. …・建物の弱点を・ ・・ ..1.. …・建物の弱を… - …

行 1 _  _1 

23頁の制 .  1  

上より 241…火災が、火焔の…十…- 火災が火炎の・・・・

行 1 _J  

25貢ゐ治一一一一一一一一一 ! - ----- 1  

下より 4I … 要は姻叩き… ・・… 十・・要は蝿叩を

行 |  一一J

お頁左下 ｾｉｐｲｯ｢ｬ･ｾｳ ｉｮｶｯｬｶ･､ ｉ ｐｲｯ｢ｬ･［･ｾ＠ l nvol ved 
より 10行1. • ｶｶ ＮｾｾＮｵ＠ •••• U "  --1 

界活干可主kEE( 加え川: ふE i 私; ゐ

お 左 上 叶 開 放 されたえ気のー開欲された火気の
りlO行 1"- i : 1t11J A C I I  v  ＱＧ｟ ［ｉＧ［［ｘ ｾｶＢＢ＠ I  

高橋竜太郎・都市の不燃化について・

持 制 或 る 程 度 合 理 的 | 或 る 程 度 知 的

幻頁右下| 相互ti 関連して |  相互関連 して

より 18fT1 ＧＮＢＭＢＧＭＧｾＢＢＢＢＢＢ＠ ｾ＠ ｾ＠ 1  

/1 /1 15行1. 価値の認識が可能.. .1... 価値の認識可能- …・

初

弔詞を呈した。至宝に肖像を掲け' 在りし日の君の面影を{ 思

ぶ謹んで哀悼の誠を持げ御冥福をお祈り申上げます。

因に故人は明治39年 4 月20日生れ、御住所は池田市尊

鉢97番地の18であります。

編 集 後 ie

本号は君主に薄い雑誌になって会員各位に申訳けないが

此れも予算の都合で御許し願い度い。

突は此の号に産経ピノレを大々的に扱い、平くから竹中

工務庖小川氏より色々と御原稿を頂いたが内容が非常に

豊富なので叉7 ・8 月号の如く厚くなって雑誌予算の赤字

が残曇の水銀計の如く昇ってしまうので、悲しくも 10月

に産経ピノレ掲載を延さして頂いた。

筒お10月号は産経ピノレの外に関西建築家の中で燃えて

いる話題の一つの法隆寺五重塔に関連して金堂再建に対

し「こんどはそうささない」と云う意気込みで此の問題

の御原稿を掲載する予定である。

遺 績 と 社 会

第 3 5輯 第 9 号

売価 1 部80円 ( 送料共〉

昭和27年 8 月25日印刷・昭和27年 9 月 1 日発行

編集者吉行人 沖
田 誠

発 ・行 所 社 団 法 人 日 本 建 築 協 会

大阪市北区中ノ島3 / 3朝日ピル

電話北浜⑧ ＱＳＳＴｾＹ ;m: 

援 替 口 座 大 阪 3 9 9 7 6 呑

大 阪 市 北 区 堂 山 町 6 6  

印 刷 者 網 野 栄

大 阪 市 北 区 堂 山 町 6 6  

印 刷 所 株式会社研文社 電結盟蹄②2056番
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